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⑮ 研究概要

医薬科学は発展してきたが，個性や気質に由来し

治癒し難い慢性の疾患が残っている. これらには，

現代医療と伝統医療を併用するのが有用である.伝

統医療の有用性を保証するためには，用いられる天

然薬物の来歴や用法を考証し基源を確定する研究が

基礎になる.

資源開発部門は，この領域を担い，伝統薬物に関

する経験知を継承・検証し，現代医療における有用

性を基礎的に評価する部門である.

(なお98年3月に絡が着任し研究自的や課題を改変

中である.昨年までの資源開発部門の広範囲な研究

領域や目的の中から「漢方薬学」に焦点を当てた内

容に変更してゆきたい. ) 
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